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法人化することで
信頼感と安心感を

　金沢適応カウンセリング＆研究セ
ンターでは、（公財）日本臨床心理
士資格認定協会が認める「臨床心
理士」と国家資格である「公認心

理師」を取得した長尾紀久子社長
をはじめ、提携するカウンセラーら
が、心の問題を抱える人々の性格
や気質に合わせて心理カウンセリン
グや心理療法を実施し、問題解決
をサポートしている。
　もともとは大学で経済学を学ん

振り返り、やがて美しい下着の力
で、仕事や子育てに頑張る女性を
サポートしたいという思いを膨らま
せていった。

カラー診断を取り入れ
ぴったりの下着を提案

　埴田さんの思いが具体化したの
は、閉店を検討する女性オーナー
の「やってみない？」という一言が
きっかけだった。趣味が高じて取
得したカラーコーディネーターの資
格や生け花の師範免許を生かす場
を模索していたこともあり、起業を
決意した。
　開業に当たっては、自身が着用
した中でも「デザイン性、耐久性、
補整力のバランスが抜群」とほれ
込んだワコールの高級ブランド「サ
ルート」をメインに据えた。店舗改
装などにかかる費用には自己資金
や日本政策金融公庫からの融資の
ほか、創業補助金も活用した。
　オープン後は認知度アップと
集客を目指し、地元のフリーペー
パーや雑誌に広告を掲載したほか、
SNSやダイレクトメールをフル活用

して情報発信に努めている。体型
や悩みに応じた丁寧なカウンセリン
グはもちろん、肌や目、髪の色に
合わせて似合う色の下着を提案す
るパーソナルカラー診断を取り入れ
た接客も好評だ。得意の生け花を
生かしたディスプレーにも挑戦し、
ワコールが主催する全国コンテスト
で、2017 年から2 年連続で最優
秀賞を獲得した。
　こうした取り組みが実を結び、南
加賀はもちろん、金沢、富山、福
井にも多くのリピーターを獲得し、
売り上げを着実に伸ばしている。

モノ消費からコト消費へ
コンサル業務を強化

　昨年末には ISICO の後押しも
あって持続化補助金事業に採択さ
れ、ホームページをリニューアルし
た。以前は単に情報を載せている
だけだったが、新たなホームページ
では、訪問者が必要な情報にスムー
ズにたどり着けるよう導線を意識し
た作りにした。
　また、適切なフィッティングとカ
ラー診断をもとに、一人一人にぴっ

たりの下着を提案するサービスを直
感的に分かりやすくアピールしよう
と、『目覚めるバスト』とキャッチ
フレーズを定めて前面に打ち出し、
商標登録申請も済ませた。
　コンサルティング内容を整理、メ
ニュー化して明記した点も改善点の
一つだ。「フィッティングして購入し
てもらった下着でも、体型が変化
してサイズが合わなくなったり、間
違った扱い方をして傷んでいたり
することがあり、コンサルティング
によってフォローしていきたい」と
話す埴田さん。さらに、コンサル
ティングを受ける女性が利用できる
予約優先の時間帯を設けることで、
「他のお客様を気にせず相談でき
る」「じっくりと時間をかけて話が
できる」と満足度向上につながっ
ている。
　商品を購入するだけのモノ消費
から、体験を楽しむコト消費へ。
オープンから7年目を迎える埴田さ
んは、販促の軸足を移すことで、さ
らに多くの女性にときめきと活力を
与える美しい下着を届ける考えだ。

国内外で学んだ知識を生かし
心の問題の解決をサポート
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個人カウンセリングのほか、企
業や介護施設などでのメンタル
ヘルス対策もサポートする長尾
紀久子さん。
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新たな発想や経験をビジネスに
女性起業家が存在感を発揮！

巻頭特集

だ後、金沢市内のホテルでウエディ
ングプランナーとして働いていた長尾
さん。退職後、以前から興味を持っ
ていた心理学について大阪大学大学
院で学んだほか、ハーバード大学医
学部で子どもの脳機能の発達につい
て研究し、それらの成果を生かそうと、
起業を志した。祖父母や親戚などの
多くが経営者で、その姿を幼い頃か
ら間近で見て来たことも長尾さんの背
中を押した。
　長尾社長によれば、同様のサー
ビスを提供するカウンセリングルー
ムのほとんどは個人事業主が経営
し、中には資格を持たずに営業し
ている人も多いという。起業に当
たっては、こうした業界の現状を考
慮し、個人よりも法人の方が、信
頼度が高く、安心して利用してもら
えるだろうと、株式会社の設立を
選択。また、将来的に公認心理師
が働く母体になれればとのビジョン
を描き、その際、雇用される人は
法人の方が安心して勤められるだろ
うとの思いもあった。

利用者ニーズに合わせ
メニューを開発

　立ち上げ当初は、利用者の獲得
に苦労した。そんなとき、認知度アッ
プにつながったのが、2014 年 11
月に ISICO が主催したビジネスプ
ランコンテストだった。長尾社長は、
「心理学と脳科学を組み合わせて
心理カウンセリングと社会適応技能
トレーニングを施し、人の心と行動
を成長させるサービス」について発
表し、114 人の応募者の中から優

秀起業家賞に輝いたのだ。
　とはいえ、コンテストで発表した
ビジネスプランは思い描いた通りに
は実現できなかった。というのも、
ビジネスプランでは、脳機能測定
装置で測定したデータを解析し、
脳波のリズムを整えることを目指し
ていたのだが、大部分の利用者が
測定に難色を示したのだ。
　そのため、脳科学の活用は断念
したが、その後も「持続的にさまざ
まな人の力になりたい」と、利用者
のニーズに合わせたメニュー開発
に力を入れている。例えば、2 年
前から始めた「グループセッション」
もその一つ。これは人と関わるの
が苦手な人などに対して、同じよう
な悩みを持つ人たちとの話し合いと
個人カウンセリングを交互に積み重
ね、徐々に改善を促すメニューで、
利用者からは「人前での振る舞い
方が分かった」「アルバイトに行け
るようになった」など、喜びの声が
届いている。
　こうした取り組みが実を結んでい
るほか、近年、メンタルヘルスケア
に対する社会的な関心やニーズが
高まっていることもあって、企業な
ど法人からの受注が増え、利用者
数と売り上げは順調に伸びている。

ISICOの紹介で
企業向けセミナーの講師に

　ビジネスプランコンテストの受賞
者に対して、ISICO が実施する継
続的な支援も経営の安定化に寄与
した。
　「 まだ仕事が 少ない時 期、

ISICOが紹介してくれたおかげで、
県内企業が社員向けに実施するス
トレス対策セミナーの講師を務める
ことができた。また、経営上のさま
ざまな疑問について ISICOに相
談すると、社会保険労務士や税理
士、弁護士、弁理士といった専門
家に気軽に話を聞ける場を作ってく
れたことも助けになった」（長尾社
長）。昨年 10月には、ISICO の
推薦が（公財）いしかわ女性基金
が主催する「いしかわ女性のチャレ
ンジ賞」の受賞にもつながった。
　精神疾患を患う人が増え、心の
ケアがますます重要性を増す中、
長尾社長は今後も専門性に一層磨
きを掛ける考えで、その一方で、地
域における心理職のレベルアップ
に貢献してきたいと意欲を燃やして
いる。
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■ 代  表  者 長尾 紀久子
■ 設　　立 2014年7月
■ 資  本  金 200万円
■ 従業員数 1名
■ 事業内容 心理カウンセリングおよび

心理テスト、心理検査報告書
作成、データ解析サービス

ISICOの推薦で、いしかわ女性基金から「いしかわ女性
のチャレンジ賞」を贈られた。


